
1995（平成 7）

1994（平成 6）

「男女共同参画基本法」 公布、施行
「児童買春・ポルノ処罰法」 公布、施行
「清瀬市男女共同参画プラン」策定

国連特別総会「女性 2000 年会議」（ニューヨーク）
「男女共同参画基本計画」閣議決定
「児童虐待防止法」施行

介護保険制度スタート
「ストーカー規制法」 施行
「男女平等推進委員会」設置

米国同時多発テロ事件発生
男女共同参画会議・男女共同参画局設置

「DV 防止法」 施行

「育児休業法」改正
「企画部男女平等推進室」設置

アイレックの所管が教育委員会から企画部へ

新潟中越地震発生
「DV 防止法」改正（精神的暴力、障がい者・外国人女性対応他追加）
「児童虐待防止法」改正（子どもへの影響他追加）

イラク戦争勃発
「女性のチャレンジ支援策の推進について」男女共同参画推進本部決定
「少子化社会対策基本法」「次世代育成支援対策推進法」公布、施行
「男女平等に関する市民意識・実態調査」実施

高校家庭科男女必修

阪神淡路大震災発生
第４回世界女性会議（北京）

「育児休業法」改正
アイレック開設

男女共同参画年表
（赤字は清瀬市）

「男女雇用機会均等法」改正
（セクシュアルハラスメント禁止他追加）
「介護保険法」公布

「男女平等に関する市民意識・実態調査」実施

女性広報「Ms. スクエア」20 号より所管がアイレックに
1996（平成 8）

1997（平成 9）

1998（平成 10）

1999（平成 11）

2000（平成 12）

2001（平成 13）

2002（平成 14）

2003（平成 15）

2004（平成 16）

家族の形態の変化

第４回世界女性会議

男女共同参画基本法

ストーカー規制法

DV防止法

男も女も家庭科を学ぶ

　
１
９
９
５
年
、
ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
開
催
さ

れ
た
女
性
の
人
権
に
関
す
る
国
連
主
催
の
世

界
女
性
会
議
。
世
界
１
９
０
カ
国
か
ら
政
府
間

会
議
お
よ
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
あ
わ
せ
て

約
５
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
世
界
中
の
女
性

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
Ｇ
Ｏ（
政
府
、
自
治
体
）の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
１

９
９
０
年
代
に
開
催
さ
れ
た
国
連
主
催
の
リ
オ

環
境
サ
ミ
ッ
ト
、
ウ
ィ
ー
ン
人
権
会
議
、
カ
イ

ロ
人
口
開
発
会
議
の
集
大
成
と
し
て
『
北
京
行

動
綱
領
』
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
女

性
の
人
権
に
関
す
る
最
も
包
括
的
で
高
い
水

準
の
国
際
文
書
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
４
年
、
女
性
の
平
均
寿
命
は

80
歳
を
超
え
、
世
界
一
の
水
準
に
な
り

ま
し
た
。

　
家
族
の
形
態
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
夫
婦
の
み
、
夫
婦
と
未
婚
の
子
、

ひ
と
り
親
と
未
婚
の
子
の
核
家
族
が
増

加
し
、
高
齢
者
二
人
暮
ら
し
、
一
人
暮

ら
し
が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
介
護

は
家
庭
で
妻
や
娘
、
嫁
が
担
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
家
族
形
態
の
変
化
や
長

寿
化
、女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り
、

家
族
だ
け
で
介
護
を
担
う
の
は
困
難
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
会
全
体
で
介

護
を
支
え
る
と
い
う
理
念
の
下
に
、
２

０
０
０
年
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
高
齢
者

一
人
暮
ら
し
は
25
・
３
％
、
二
人
暮
ら

し
30
・
７
％
で
高
齢
者
世
帯
が
全
体
の

56
％
と
な
り
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
女

性
の
単
独
世
帯
で
は
、
年
間
所
得
が
１

０
０
万
円
未
満
の
世
帯
が
28
％
を
占

め
、
高
齢
女
性
の
貧
困
は
深
刻
な
状
況

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
近
藤
）

*  

厚
生
労
働
省
平
成
26
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

　平均寿命がどんどん延びている世
の中、長生きしている人はみんなシ
ングルになる時代。読んでいるうち
に不安がなくなって、楽しい老後が
送れそうな気がしてきます。   （安井）

おひとりさまの老後
上野千鶴子／法研　2007年

女性の仕事　この 20年
　
１
９
９
０
年
代
に
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
学
生
の

就
職
氷
河
期
が
訪
れ
ま
す
。
日
本
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
不
況
で
し
た
。

　
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
を
目
指
し
た｢

男
女

雇
用
機
会
均
等
法
」（
１
９
８
５
年
）
で
し
た
が
、

そ
の
後
も
課
題
が
多
く
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
の
要
項
も
１

９
９
７
年
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時｢

仕
事

し
、
結
婚
し
、
出
産
す
る
」
マ
マ
ド
ル
も
登
場
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
女
性
は
出
産
・

介
護
に
よ
り
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
、
男

女
の
間
に
は
賃
金
差
が
あ
り
、
女
性
の
管
理
職
は

少
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来

｢

派
遣
切
り
」が
増
え
ま
す
。そ
れ
ま
で
も
非
正
規

雇
用
の
多
く
は
女
性
で
し
た
が
、
男
性
に
も
増
え

た
こ
と
に
よ
り
社
会
問
題
化
し
ま
し
た
。（
筑
紫
）

　
１
９
７
９
年
、
国
連
が
「
女
子

差
別
撤
廃
条
約
」
を
採
択
し
ま
し

た
。
１
９
８
５
年
に
日
本
で
も
批

准
し
た
こ
と
か
ら
、
教
育
に
お
け

る
取
り
組
み
と
し
て
、
１
９
９
３

年
度
か
ら
中
学
校
で
、
翌
年
度
か

ら
高
校
で
家
庭
科
の
男
女
共
修
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
高
校
で
家
庭
科

が
男
女
必
修
に
な
っ
て
か
ら
21
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
調
理
、
裁
縫
、

保
育
、
介
護
な
ど
、
よ
り
実
践
的

な
授
業
内
容
で
、
ひ
と
り
の
自
立

で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。　
　
　（
安
井
）

　
つ
き
ま
と
い
行
為
を
処
罰

す
る
、こ
の
法
律
は
２
０
０

０
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

１
９
９
９
年
の「
桶
川
ス
ト
ー

カ
ー
殺
人
事
件
」
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
ス
ト
ー

カ
ー
関
連
の
事
件
は
続
き
、

２
０
１
３
年
に
法
を
改
正
。

執
拗
な
メ
ー
ル
も
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
と
み
な
さ
れ
、
被

害
者
の
保
護
が
さ
ら
に
強
化

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　（
福
田
）

　
１
９
９
５
年
の
世
界
女
性
会
議
以

降
、
女
性
の
暴
力
へ
の
取
り
組
み
が

世
界
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

で
も
２
０
０
１
年
に
「
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」
を
制

定
。
夫
婦
間
の
暴
力
も
犯
罪
に
な
る

こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
後
も
、
３
回
の
法
改
正
が
行
わ

れ
、
被
害
者
保
護
の
充
実
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ*

等

に
つ
い
て
は
今
も
対
象
外
で
あ
り
、

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　（
福
田
）

*

恋
愛
カ
ッ
プ
ル
間
の
暴
力

　
平
成
11
年
６
月
公
布
・

施
行
。
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
５

つ
の
基
本
理
念
を
定
め
、

国
、地
方
公
共
団
体
、国
民
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
基
本
理
念

・
男
女
の
人
権
の
尊
重

・
国
際
的
協
調

・
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動

と
他
の
活
動
の
両
立

・
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定

へ
の
共
同
参
画

・
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は

慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

アイレック開設20周年記念号
　第４回世界女性会議が北京で開かれた平成７（1995）年、10月に清瀬駅 北口アミュービル４階に
清瀬市男女共同参画センター（愛称アイレック）がオープンしました。
　男女平等な社会を目指し、女性の市民が熱望し、誕生したアイレック。 市民の方々と共に歩んで
今年 20 周年を迎えました。ではこの 20 年で世の中は男女平等な社会に なったのでしょうか。( 河原）

～男女共同参画を振り返る～

1990 年～2000 年頃
ルーズソックス・腰パンが流行

1990 年～2000 年頃
ガングロ・ヤマンバギャルの流行

3

手を組めば新しい風


